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グルノーブル美術館展
ゴーギャン竜マドレーヌ･ペルナ-ルの肖像》 1888年

ノ符ク妙感境線着㌘
19934.23㈲-ラ.30(印

午前9時一午後5時(入館は4時30分まで)初日は午前10時開展

毎週金曜日は午後7時まで(入館は6時30分まで)毎週月曜日休館(但し､5月3日(月)開館､6日㈱休館)

入場料一般900円高大(iB.?･oB(,,.JGt崇,3uO203,高松市美術館慧ToE787去…=77. 1

主　催　高校市美術館･読売新聞大阪本社･西日本放送･美術館連絡協議会

後　援　外務省･文化庁･フランス大使館　　　特別協賛　住友海上 協賛花尋　協力日本航空



フランス南東部に位置するグルノープルは､

風光明娼な観光地としてよく知られ､ 1968年に

は冬期オリンピック大会も開催されました｡そし

てグルノープル美術館は､ルネサンスから現

代に至るまでの各時代の重要な作品を多数

収蔵するフランス屈指の美術館として知られ

ています｡

1 796年の開館以来､ダヴイッド､アングル､

ドラクロワ､ミレー､コロー､モネなどの名作を

収蔵してきましたが､ 20世紀に入ってからは､マ

チス､ゲラマンタ､ルオーなどフォーヴィスムの

画家の作品をコレクションに加え､近代美術

部門はより一層充実しました｡そして現在では､
パリの国立近代美術館に次ぐフランス第2の

規模を誇っております｡

この展覧会では､グルノープル美術館の

中核をなす近代美術を中心に油彩画･素
描･彫刻など名作176点を8本で初めて公

開するものです｡

ピエール･ボナールそ黄と赤の静物》 7931年

オーギュストルノワール(花のついた絹子をかぶる女性) 1913年

モーリス･ユトリE) (.tlJの郊外) 1925年

アンr)･マチス蛋モロッコの少女35 1913年
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